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０．はじめに













ようだが、現代においてはFranklyn（A Dictionary of Rhyming Slang ）やAyto（The Oxford Dictionary 
of Rhyming Slang ）などが代表的なものとして挙げられるだろう。前者はアルファベット順に、後者は
テーマごとに、多くのRSの用例が採録されている。またRSを扱った最近の書籍としてはSmith（Cockney 
Rhyming Slang: The Language of London ）が挙げられるが、そこではRSの形成について、以下の例を
用いて比較的シンプルに説明されている。















英語情報辞典』も同様に “cockney; Cockney” の項でRSの説明が見られ（p.264）、コックニー（ロンド
ン方言）との関連が指摘されている。






























訳読の場面で（渡辺）、チョーサー作品などの高尚な文体（谷 2003, 2008; Leisi）、スピーチの効果を高
めるため（青木 2013）など。また古英語から中英語にかけての作品全般（Koskenniemi）、中英語のキ
リスト教文学全般（Katami, Wilson）、広く現代英語における用例（Gustafsson 1975, 須部）、さらには
















































































重三重」の変遷を辿ったとされる twopenny ‘head’ のような例もあった。この場合、head が loaf of 
bread を経て twopenny に至る間に２度の短縮が観察されるとのことである。
　　twopenny, adj. and n ., s.v., B. n . 4. より用例を引用：
　　1931   ‘G. Orwell’ Hop-picking in Coll. Ess. （1968） I. 71   The hop-pickers..also used the 
abbreviated rhyming slang, e.g. ‘Use your twopenny’ for ‘Use your head’. This is arrived at 















































































































　なお、こうした表現の１つである tea leaf ‘thief’ は、上に含まれる特徴が複合的に合わさっている
と言えるだろう（犯罪に関する言葉とイギリスの紅茶文化）。当該の表現は、Smithに “One of the most 
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